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Ａ.目的 

特定健康診査の受診勧奨などでは

Social Networking Service（ソーシャルネ

ットワーキングサービス）（SNS）を活用

した受診勧奨などが行われている。 
特定保健指導における初回面談は平成

25 年の厚生労働省の通達により「映像と

音声の送受信により、特定保健指導実施

者と対象者が、相手の表情、声、しぐさ

などを相互に認識しながら通話をするこ

とができる状態にあり、同じ資料を用い

て、行動目標・行動計画の策定支援、腹

囲・体重の測定方法の指導等、初回時の

支援として過不足なく対面と同様の支援

を行えるような状態にあること」という

実施要件を満たした場合に認められてき

たが、それ以降も実際は対面での保健指

導が大半であった。 
しかし、新型コロナウイルス感染症の

パンデミック以降は、社会全体で Web 会

議システムやスマートフォンの活用が一

気に進んできた。加えて、近年、通信機
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器、特にスマートファンやタブレット、

ウエアラブル端末等の高精度化に伴い、

これらの機器が様々な形で保健指導に取

り入れられている。そこで、改めて、保

健指導におけるこれらのデジタル端末を

活用した保健指導の効果に関する研究成

果を概観する必要があると考えた。 
以上の事より、本研究は、デジタル

機器を活用した、肥満改善および体重減

少をアウトカム指標に入れた実験的研究

の研究の動向を明らかにすることを目的

とした。この文献検討は今後、特定保健

指導にデジタル機器を活用する際の参考

資料となる。 
なお、本文献検討で対象とするデジタ

ル機器は、主として、スマートフォン、

タブレット等のアプリの活用、スマート

ウォッチ等ウエアラブル端末の活用、ま

たそれらと関係するパソコン等の Web 機

器を想定した。Web会議システムもスマ

ートフォンを活用して使用可能なため、

想定の範囲に入れて考えた。 
Ｂ．方法 
文献検討を進めるにあたって、考慮す

べき重要な論文がいくつかあった。一つ

は、尾﨑ら 1のインターネットを用いた

減量プログラムにおける人的支援の効果

を検討した 2018 年の論文である。この

論文は、「インターネット」を「保健指

導のためのインターネットを介したウェ

ブサイトや電子メール，掲示板，健康管

理機器等のツール」と定義し、 

PubMed、CINAHL，医学中央雑誌を

2017 年 2 月 14 日に検索を行っている。

また、本研究で想定するデジタル機器は

急速な発達を遂げていることを考えて医

学中央雑誌は 2017 年以降の論文を検索

することとした。さらに、Petkovic J ら 2

の Cochrane に掲載されている健康行動や

身体機能の改善をアウトカムにした論文

は 2020 年 6 月に非常に幅広い検索が実

施していた。また、「肥満症診療ガイド

ライン 2022」3の「肥満・肥満症の予

防、保健指導」においては Statement と
して、「対面や電話での保健指導にくら

べて、セルフモニタリングアプリや テキ

ストメッセージ送信の併用は、より減量

に効果的である」「教育教材やセルフモ

ニタリングデバイス提供のみの場合は、

対面または電話による個別指導がより効

果的である」としている。その根拠とな

るいくつかの論文の発行日は、2019年が

もっとも新しいものであった。以上の事

より、PubMed の検索は 2020 年以降で新

たな文献を検索できると考えた。 
医学中央雑誌及び PubMed の検索式は

図１に示した。PubMedでは肥満/減量に

関する検索語は adiposeness、adiposity、
obesity、fatness、metabolic syndrome、
"loss weight"、"weight loss"、"weight 
reduction"とし、or 検索を行った。また、

デバイス機器に関する検索語は

smartphone、mobile phone、cell-phone、
cellular、app、application、program と

し、or 検索を行った。研究方法に関する

検索語は randomized controlled trials、
controlled clinical trial、random allocation、
double-blind method、single-blind method
とし or 検索を行った。さらに、対象年齢

に関する検索語として(worker) OR (adult)
を検索した。最終的にこれらの要素を

and 検索で絞り込み、検索範囲を 2020 年
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以降とした。 
医学中央雑誌の検索においては会議録

を除外して検索した。 
分析対象含める基準として、実験的あ

るいは準実験的研究のアウトカムが特定

健康診査の階層化に関係する検査項目、

および肥満改善に関係する身体活動を含

めている論文であり、成人を対象とした

ものとした。除外基準は、虚血性心疾患

や悪性新生物等の何らかの診断名のある

患者を対象としたもの、外科的・内科的

治療が必要とされたもの、小児、妊産婦

を対象としたものとした。また、プロト

コル論文も除外とした。検索日は 2023
年 3 月 5 日であった。検索の結果、医学

中央雑誌では 173 件が該当した。上記の

包含・除外基準に合わせて検討し、その

結果、11 件が何らかのデバイス機器を活

用している介入研究であると判断できた

が、2017 年以降の論文は 4 件 4 5 6 7（表

１）であった。 
PubMed については、2020 年以降の論

文で 309 件が検索できた。医学中央雑誌

と同様の包含・除外基準でタイトル及び

抄録を検討したところ、介入研究が 7 件

8 9 10 11 12 13（表２）及び 9 件のレビュー文

献 14 15 16 17 2 18 19 20 21（表３）が該当し

た。これらの論文を精読した。なお、文

献の検索、分析対象論文のアセスメント

のプロセスは複数の研究者で実施した。 
 
Ｃ.結果 
医学中央雑誌から抽出した４件中 3件

は日本人を対象としたものであった。デ

ジタル機器としては、SNS、スマートフ

ォンアプリ、Web サイト等の活用があっ

た。コントロール群への対応状況は健康

行動に関する小冊子の配付、メールでの

テキストメッセージの送信、いわゆる積

極的支援レベルの内容のものなどがあっ

た。4 つの研究において明らかにデバイ

ス機器を活用した群の体重が減少してい

たのは Ozaki ら 4は 18～39 歳の肥満の男

性社会人を対象としたものであった。こ

の研究では、積極的支援レベルの保健指

導をコントロール群とし、それに 4回の

Web を通した個別面接を行った強化支援

群とコントロール群とを比較したもので

あり、強化支援型がもっとも体重減少が

あったと結論を提示していた。つまり、

保健指導量がもっとも多い方法が最も体

重減少幅が大きいとも言える結果であっ

た。 
PubMed の介入（表２）については研

究を行った国は韓国、スペイン、USA、

中国、日本であった。日本人を対象とし

た Yoshimura 13らの研究は医学中央雑誌

の道脇ら 6の論文と同じ対象者、同じ内

容のものであった。また、スペインの 2
つの研究 9は同じデータを扱った論文で

あり、介入後 3 か月後の評価を検討した

もの Lugones-Sanchez と 12 ヵ月後までの

評価を行ったものが 10 Gómez-Sánchez ら
の論文である。医学中央雑誌の論文と同

様に保健指導の効果に一定の方向性があ

るとは言い難い。しかし、その中でも So
ら 16（韓国）の研究はベースライン時の

オンサイトの指導を全員に行い、さらに

アプリを使用した群と、アプリと栄養士

による個別指導をした群で比較した際

に、アプリに個別指導を追加した群で体

脂肪や収縮期血圧の改善が有ることを報
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告している。Katulaら 12の研究では、少

人数のグループ健康教育と生活習慣に関

するコーチングを取り入れたデジタルツ

ールを比較し、体重減少や HbA1c の改善

という結果を得ていた。 
レビュー群においては、公開年は 2020

年以降であるが、データベースの検索は

2017 年から 2022 年３月までであった。

９件中７件がメタアナリシスを行ってい

た。効果量の大小はあるものの、いずれ

も身体活動量の増加、あるいは体重減少

という結果を得ていた。デジタル機器を

活用した保健指導には、オンライン リソ

ースの提供、電話カウンセリング、患者

に合わせたアドバイスなど、ウエラブル

ツールの活用等幅広い介入戦略が使用さ

れていた。また、Ang SM, Chen 16の研究

では、マルチコンポーネントが効果的で

あると述べていた。 
デジタル機器を活用した保健指導を考

える場合、対象者の年齢についても検討

する必要がある。医学中央雑誌の 4件中

3 件は参加者の年齢の上限を 60 歳、60
歳、39 歳に定めていた。また、他の 1 件

は平均年齢が 53.3歳であった。PubMed
の介入研究 7 件の内、5件は上限を 65 歳

未満、60 歳未満と定めていた。また、１

件の参加者の平均年齢は 55.4 歳であっ

た。一方、60 歳以上 80歳未満の高齢者

を参加者とした Mingzhu Zhou ら 22の研

究は、アプリとウエアラブル端末を活用

し、食事介入群では効果を出していた。 
 
D.考察 
海外文献では Web サイトやスマートフ

ォンのアプリを活用した、いわゆる

mHealth や eHealth という言葉が使用され

ており、メタアナリシスを含めた多くの

文献レビューが既に実施されていた。つ

まり、デジタル機器を活用したアプロー

チは一定の成果を得ている状況と考えら

れる。対面での保健指導に歴史がある日

本は、デジタル機器を活用した保健指導

の介入研究の報告例が少なく、デジタル

機器を活用したアプローチの推進に後れ

を取った可能性がある。 
海外のレビュー文献からマルチコンポ

ーネントの活用が効果を生むという報告

16もあるように、デジタル機器の活用に

あたっては、対面やメールでおこなって

いたアドバイスをよりタイムリーに実施

できる、また紙ベースで実施していた体

重、活動量、行動などのセルフモニタリ

ングも、自動で収集し視覚化して表示で

きるといったデジタル機器のメリットと

を活かして、専門職が励ましや、アドバ

イスをタイムリーに送るといった活動を

組み込むかということで、デジタル機器

の可能性を最大限に活用することが重要

である。 
今回、抽出した論文で使用したデジタ

ル機器の構成や内容は様々であるが、こ

れまでの保健指導でも活用されてきた社

会的学習理論や、減量や生活習慣をより

健康的に変えることを目的とした認知行

動療法などの理論をもとにデジタル機器

の内容を構成することが必要であろう。 
また、対人グループ指導ではお互いに

励ましあったり、競いあったりすること

ができたが、デジタル機器においてはゲ

ーミフィケーションの活用が検討するべ

き要素となると考える。Uechi 23らはポ
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イント、バッジ、リーダーボードの 3 つ

のゲーミフィケーションの要素には健康

行動の選択維持においてはあまり大きな

違いはなく、どれも効果的に作用すると

述べている。さらには、ウエアラブル機

器と AI を活用して、その人の状態に応

じたメッセージを発信する等、さらなる

発展が予測できる。 
結論としては、保健指導にデジタル機

器を使うことで、効果の大きさは、それ

以前の保健指導と同程度かそれ以上の効

果を期待できる可能性がある。今後の論

点は、対象者の特性や選好に合わせた、

且つ行動の選択に関係する理論に基づい

たデジタル機器の内容を構成するという

ところに研究の焦点が行く必要があると

考える。また、若葉らの研究においては

体重減少をした方へのアプローチを行っ

ていたが、SNS を使用した群でも、電子

メールを使用した群でも変わらずにリバ

ウンドがあったと報告していた。デジタ

ル機器が体重減量後のリバウンドに関し

て、どのような効果をもたらすのかとい

う課題は、今後検討して行く必要があろ

う。 
 さらに、デジタル機器を活用する場

合、対象者個人の IT リテラシーによ

り、情報の入手やアプリの活用などが影

響を受ける。今回、分析した介入事例の

多くは 65 歳未満を対象としたものが多

かった。検索を成人/労働者/adult/worker
としたため、高齢者を対象としたものが

検索出来ていない可能性もある。特定健

康診査・特定保健指導制度は 74 歳まで

を対象とするため 65 歳以上の高齢者を

対象と研究での成果を確認する必要があ

る。 
 
E.結論 
 デジタル機器を活用した研究は海外で

数多くなされており、対面の保健指導と

同等かそれ以上の効果を生み出す可能性

がある。今後は、デジタル機器の機能を

活かしてマルチコンポーネントや人的資

源、ゲーミフィケーション、さらには AI
などを活用してタイムリーなアドバイス

を行うなど、内容を改善することでより

効果を生みだすことが考えられる。しか

しながら、体重減少後のリバウンドに対

する効果の検証はまだ不十分であり、今

後のさらなる研究の推進が望まれる。ま

た、65 歳以上の高齢者へのデジタル機器

を活用した保健指導の成果についても文

献検討を行う必要がある。 
 
 
Ｆ．健康危機情報 
 該当なし 
 
Ｇ．研究発表 
 該当なし 
 
２．学会発表 
荒木田美香子、松田有子、青木恵美子.40
歳での特定健診受診者における 38 歳で

の若年健診の有無による健診結果の比較.
第 81 回日本公衆衛生学会総会.2022 年 10
月.山梨 
荒木田美香子、松田有子、青木恵美子. 
国保加入者の 35-39 歳の健診実施制度の

変化による受診者の動向の検討. 第 11 回

日本公衆衛生看護学会学術集会.2022 年
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検索された論文数 

PubMed  (n =309) 

医中誌  (n =173) 

除外された論文(n =287) 

一次スクリーニングでの除外論文数と理由 

 PubMed：デジタル機器を扱っていない

154件、疾患が対象 63件、年代が異な

る 19 件、プロトコル論文：46 件、人

以外を対象 2件、観察研究 3件 

医中誌：デジタル機器を扱っていない 125

件、疾患を対象としている 29件、年代

が異なる 8件 

 
 

一次スクリーニングで採用 

PubMed  (n =22 ) 

 医中誌 （n=11） 

PubＭedの検索式 
((((((((((("social media") OR ("program")) OR ("application")) OR ("app")) OR ("cellular")) OR ("cell-phone")) OR 

("mobile phone")) OR ("smartphone")) AND (((((((("weight reduction") OR ("weight loss")) OR ("loss weight")) OR 

("metabolic syndrome")) OR (fatness)) OR (obesity)) OR (adiposity)) OR (adiposeness))) AND ((((("single-blind 

method") OR ("double-blind method")) OR ("random allocation")) OR ("controlled clinical trial")) OR ("randomized 

controlled trials"))) AND ((worker) OR (adult))) AND (("2020"[Date - Create] : "3000"[Date - Create])) 

医学中央雑誌（医中誌）の検索式 
(((((スマートフォン/TH or スマートフォン/AL)) and (PT=会議録除く)) or (((携帯電話/TH or 携帯電話/AL)) and (PT=

会議録除く)) or ((アプリ/AL) and (PT=会議録除く)) or ((アプリケーション/AL) and (PT=会議録除く)) or ((プログラム

/AL) and (PT=会議録除く)) or (((一重盲検法/TH or 単盲検/AL)) and (PT=会議録除く))) and (((肥満/TH or 肥満/AL)) 

or (((肥満/TH or 肥満/AL)) and (PT=会議録除く)) or (((体重減少/TH or 減量/AL)) and (PT=会議録除く)) or (((メタボ

リックシンドローム/TH or メタボリックシンドローム/AL)) and (PT=会議録除く)) or (((体重/TH or 体重/AL)) and 

(PT=会議録除く))) and ((((ランダム化比較試験/TH or ランダム化比較試験/AL)) and (PT=会議録除く)) or ((比較対照

試験/AL) and (PT=会議録除く)) or (ランダム/AL) or (((二重盲検法/TH or 二重盲検/AL)) and (PT=会議録除く)) or 

(((一重盲検法/TH or 単盲検/AL)) and (PT=会議録除く))) and (((((成人/TH or 成人/AL)) and (PT=会議録除く)) or 

(((労働者/TH or 労働者/AL)) and (PT=会議録除く))))) 
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  図 1.  分析用の文献抽出の流れ 
 
表１. 医学中央雑誌から検索した介入研究 
 

 
 
 
 

No 著者 実施国 報告年 対象者 対象者数 方法 評価項目 介入と結果の概要 人の関与/保健指導

1
Rasha Al-
Hamdan

サウジ
アラビ
ア

2021.10

糖尿病予備群にあ
る18～60歳のサ
ウジアラビア人女
性

SNSアプリ群43
人、栄養士による
個別指導群43人、
コントロール（小
冊子群）37人

クラスター無
作為化比較試
験

HbA1c、体重、
BMI、腹囲

3群とも、ベースライン
データに比較して6か月
後に各指標は有意に改善
していたが、体重減少の
比較という点では個別指
導群がより効果的だっ
た。

アプリ群と個別指導群
の指導内容は同じ。

2＊ 道脇涼太 日本 2021.08

30～60歳の
BMI>20で、ス
マートフォンを所
有する自治体職
員。

スマートフォ
ンアプリ群
（n=55）または
対照群（n=54）

 無作為対照臨
床試験

毎日の身体活動量
及び、体重

歩数は有意に介入群で増
加した。体重減少は両群
とも-2.2㎏で有意差はな
かった。歩数などの身体
活動量は介入前後の差お
よび群と時間との交互作
用が認められなかった。

減量指導と身体活動の
増加に関する1時間の
講義を両群に1回ずつ
実施。両群に減量方法
と身体活動量の増加の
アドバイスメールを毎
月送信。

3 Ozaki Itsuko 日本 2019.01
18～39歳の肥満
の男性社会人

標準サポートグ
ループ（SSG）、
強化支援群
（ESG）とコント
ロール群

3群並行群間
単盲検無作為
化比較試験

体重、ＢＭＩ、腹
囲、体脂肪

介入・観察期間は3か
月。ESG群（-3.71㎏）
はSSG群（-1.61㎏）、
コントロール群（+0.59
㎏）よりも有意に体重を
減らした。

標準サポートは最初と
12週目に少人数ガイダ
ンスと4回の電話と電
子メールの関わり。強
化群は、ウェブサ
イトを利用し、4セッ
ションの個別遠隔を受
けた。

4 若葉　京 日本 2018.09

大学が運営した減
量教室を終えた54
名の内、初期体重
の５% 以上を減量
した51名。平均年
齢は53.3±7.7歳

TwitterTM 活用
群：26名、研究担
当者から電子メイ
ルにて健康情報を
提供する情報提供
群：25名）

 無作為対照臨
床試験

体重、ソーシャル
サポート

体重再増加防止支援の前
後で、両群とも体重が増
加
した。体重の変化に群×
時間の有意な交互作用は
なかった。両群間で体
重、BMI、体脂肪率の変
化に有意差はなかった。

減量教室修了者に対し
て、１年間の体重再増
加防止支援として実
施、提供する情報の内
容は両群とも同じ。

*は表２の7の研究と同じ内容

除外された論文(n =162) 

除外論文数と理由 

PubMed：(n =6 )  デジタル機器を扱っ
ていない 2 件、疾患を対象 2 件、プロ

トコル論文：2件. 

医中誌：(n=7) 2017年以前の研究 

分析用論文数 

PubMed (n =16：レビュー論

文 9件， 介入研究 7件) 

医中誌 (n = 4件) 
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表２. PubＭed から検索した介入研究 

 

No 著者 実施国 報告年 対象者 対象者数 方法 評価項目 介入と結果の概要 関与/保健指導

1
So Mi 
Jemma 
Cho

韓国 2020.10

中程度の代謝
異常の有る30-
59歳のスマー
トフォン使用
者

129人が
ベースラ
イン検査
に参加

3群並行群間
単盲検無作為
化比較試験

血中脂質

オンサイトのベースライン時の教育は全
員に実施した。コントロール群（41
名）：ベースライン時の教育のみ、介入
群A：アプリの使用（45名）、介入群
B：アプリ＋栄養士からの個別指導有
（43名）。6，12，24週後に評価。24週
後、収縮期血圧と体脂肪量はコントロー
ル＜介入Ａ＜介入Ｂの順に有意に減少し
た。

介入群のアプリは
チャット形式のパー
ソナルコーチがある

2
Cristina 
Lugones-
Sanchez

スペイン 2020.11
BMI27.5以上
の20-65歳未満
の者

介入群318
名、コン
トロール
群332）

 無作為対照
臨床試験

体重減少

下記２の論文の3か月時点での結果をま
とめた論文。スマートバンドは食事量を
入力でき、活動量は自動的に記録する。
介入群の体重減少は（-1.97kg）に対
し、コントロール群は（-1.13kg）で
あった。男性では両群間に有意差はな
かったが、女性では群間に有意差があっ
た。

最初に保健指導が
あった後は関与なし

3
Leticia Gó
mez-Sá
nchez

スペイン 2022.11
BMI27.5以上
の20-65歳未満
の者

介入群が
127人、コ
ントロー
ル群が126
人

 無作為対照
臨床試験

動脈硬化
の測定及
び中心動
脈圧

両群に看護師からの一般的な5分間の保
健指導。介入群はアプリとスマートバン
ドを使用。ベースライン来院時と 3 か月
目および 12 か月目にフォローアップと
して検査データを確認。対照群に比べ、
動脈硬化や中枢血行動態のパラメータが
低下したが、統計的に有意な変化ではな
かった。

最初に保健指導が
あった後は関与なし

4
Wanzi 
Jiang

中国 2021.02

18歳以上50歳
未満でBMI≧
28.0の肥満の
成人

介入群が
136名、コ
ントロー
ル群が136
名

無作為化比較
臨床試験

体重、
BMI、体
脂肪膣

介入群は毎月の対面指導と、毎日の体重
と食事日記のデータをアップロードでき
るモバイルアプリケーションを用いた。
コントロール群はアプリの代わりに自己
モニタリングを行うように指示された。
両群共に、開始時に比較して有意に体重
減少があった。介入群は、コントロール
群に比較して有意に体脂肪率が減少し
た。

専門家チームがオン
ラインでリアルタイ
ムに介入群を管理・
指導

5
Mingzhu 
Zhou

中国 2021.08

60歳以上80歳
未満でBMI≧
24のスマート
フォン利用者

5つの地域
からリク
ルートさ
れた750人

3群並行群間
単盲検無作為
化比較試験

体重、
BMI、腹
囲、ヒッ
プ周囲径

食事介入群（237名）、身体活動介入群
（203名）は両群ともアプリとブレス
レッドのウエアラブル装置を配布され
た。コントロール群（202名）はパンフ
レットが配布された。3か月後の結果で
は、食事介入群は-4.1㎏で、身体活動介
入群とコントロール群に比較して有意に
体重減少した。

介入群は電話や
チャットで、栄養士
や運動指導士に相談
できた。

6
Jeffrey A 
Katula

USA 2022.04

前糖尿病（平
均年齢55.4
歳、女性
61.4％）

デジタル
プログラ
ム群299
人、小グ
ループ健

 無作為対照
臨床試験

HbA1c

デジタル群12 か月で HbA1c (0.08%、
95% CI= -0.12、-0.03) 、体重の変化率 
(-5.5% vs -2.1%、p<0.001) と小グルー
プ群より有意な改善をもたらした。

デジタルツールにラ
イフスタイルコーチ
ング、仮想ピアサ
ポートが有り。

7＊
Yoshimur
a E

日本 2022.10

30～60歳の
BMI>20で、ス
マートフォン
を所有する自
治体職員。

スマート
フォ
ンアプリ
群
（n=55）
または対
照群
（n=54）

 無作為対照
臨床試験

毎日の身
体活動量
及び、体
重

歩数は有意に介入群で増加した。体重減
少は両群とも-2.2㎏で有意差はなかっ
た。歩数などの身体活動量は介入前後の
差および群と時間との交互作用が認めら
れなかった。

減量指導と身体活動
の増加に関する1時間
の講義を両群に1回ず
つ実施。両群に減量
方法と身体活動量の
増加のアドバイス
メールを毎月送信。

*は表１の２の研究と同じ内容
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表３.  PubＭedから検索したレビュー論文 

 

No 著者 報告年 検索期間 データベース 対象文献の種類
分析論文

数
方法 評価項目 主な結果の概要

1

Alexandr
a 
Ziegeldo
rf 

2020.02
2017年12月
7日まで

 PubMed, Web 
of Science and 
Cochrane 
Library

18歳から70歳の肥
満成人の治療およ
び／またはアフ
ターケアにデジタ
ルメディア（イン
ターネット、PC、
テレビ、ビデオ
（ゲーム）、
DVD、携帯電話、
スマートフォン、
固定電話、アプ
リ）を用いたラン
ダム化比較試験

14件
システマ
ティック
レビュー

肥満治療
アプロー
チの効率
性（身体
活動量）

11の試験で、ベースラインから介入
期間中に身体活動の増加（時間効
果）が認められ、そのうち4つが統計
的に有意であった。時間*群間効果に
関する報告結果は14件の研究のうち4
件が肯定的な効果があった。

2 Xue Cai 2020.07
2000年から
2019年4月
30日

Embase, 
CINAHL, 
PubMed, 
PsycINFO, 
Cochrane 
Library, Scopus, 
and Web of 
Science

体重減少と身体活
動の結果に対する
携帯電話アプリの
介入を評価した症
例対照研究または
ランダム化比較試
験

12件

システマ
ティック
レ
ビュー、
メタアナ
リシス

体重、身
体活動

携帯電話アプリの使用は、コント
ロール群と比較して体重 (-1.07 kg、
95% CI -1.92 ～ -0.21、P =.01) お
よびBMI (-0.45 kg/m2)の有意な変
化があった。身体活動は増加してい
たが、統計的に有意ではなかった。

3
Ang SM, 
Chen J

2021.11
2020年6月ま
で

PubMed, 
CINAHL, Scopus

18歳以上でアジア
系民族を対象とし
た、単一コンポー
ネント（アプリの
単独使用）または
マルチコンポーネ
ント（対面診察、
電話、電子メール
レビューと介入の
一部としてアプリ
を使用する）の介
入研究。

21件

システマ
ティック
レ
ビュー、
メタアナ
リシス

体重、あ
るいは体
重変化量
（％）、
BMI,腹
囲。身体
活動等。

体重の変化は、期間が3ヶ月以下の研
究でも、介入群と対照群の間で有意
差があった。21件中17件がマルチコ
ンポ―ネントであった。身体活動の
アウトカムは、ほとんどが運動頻
度、強度、持続時時間の改善を報告
していた。
試験中7試験（64％）が身体活動レベ
ルまたは運動スコアの増加を示し
た。マルチコンポ―ネントは体重減
少にて小～中程度の効果が得られ
る。

4
Jiyeon 
Jung

2022.01
2020年12月
まで

PubMed, 
Embase, 
CINAHL, 
Cochrane 
Library

18歳以上の労働者
を対象で、モバイ
ルを用いた PA を促
進するあらゆる
mHealth 介入🄱🄱の
ある英語又は韓国
語の論文

8件

システマ
ティック
レ
ビュー、
メタアナ
リシス

体重、身
体活動

mHealth介入の提供形態には、電
話、SMSテキストメッセージ、ウェ
アラブル活動量計、スマートフォン
アプリがあった。半数の研究は、参
加者が身体的に活動するように動機
付けるための電話を行っていた。介
入群と対照群を比較した場合、体重
減少に有意差は認められなかった。
身体活動の特徴でのサブグループ解
析で歩行活動のサブグループでは歩
数が増加していた。

5＊
Petkovic 
J

2021.05

2001 年から 
2020 年 6 月 
1 日までの公
開・未公開論
文

CENTRAL, 
CINAHL, 
Embase, 
MEDLINE 
(including trial 
registries)， 
PsycINFO. 
Google, Web of 
Science, and 
relevant web 
sites

介入研究であり
Web サイト、アプ
リ、またはソー
シャル メディア プ
ラットフォームが
健康行動を変える
という目標を説明
している研究

84 件が 
RCT、3 
件が 
CBA、1 
件が ITS
の合計
88件。

システマ
ティック
レ
ビュー、
メタアナ
リシス

健康行
動、身体
機能アウ
トカム
（血糖値
など）、
心理的健
康アウト
カム（う
つ病な
ど）、健
康状態、
有害事象

母乳育児、コンドームの使用、食事
の質、服薬遵守、医学的スクリーニ
ングと検査、身体活動、タバコの使
用、ワクチン接種等の行動では効果
が見られた。食事の改善や喫煙の減
少の健康行動には影響がなかった。 
減量や安静時心拍数では小さいなが
らも有意な効果があった。

＊コクランライブラリに掲載あり
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表３.（続き）  PubＭed から検索したレビュー論文 

 
 
 
 
 

No 著者 報告年 検索期間 データベース 対象文献の種類
分析論文

数
方法 評価項目 主な結果の概要

6
Yewon 
Lee

2022.10
2021 年 9月
までの公開論
文

MEDLINE、
EMBASE、
CINAHL、
PsycINFO、
RISS、KISS の

仕事で肥満または
過体重の影響を受
ける成人従業員を
対象に、コン
ピューター、タブ
レット、携帯情報
端末 (PDA)、ス
マートフォンなど
のデジタル健康機
器を使用した減量
のための介入。英
語及び韓国語

11件
システマ
ティック
レビュー

体重減
少、食事
摂取量な
ど

オンライン リソースの提供、電話カ
ウンセリング、患者に合わせたアド
バイスなど、幅広い介入戦略が使用
されたいた。介入の結果、合計 7 件
の研究で、介入群と比較群の両方で
有意な体重減少が示され、群間で有
意差があった。4 つの研究は社会的認
知理論に基づいたものであった。

7
Han Shi 
Jocelyn 
Chew

2022.09
2022年3月
10日まで

CINAHL、
PsycINF
O、PubMed、
Scopus、
Cochrane 
Library、Web of
Science

高血圧があり、
BMI（欧米の集団
では 25 kg/m2 、
アジアの集団では
23 kg/m2
）、スマートフォ
ンアプリの有効性
を検討し、体重減
少をアウトカムと
した介入効果

16件

システマ
ティック
レ
ビュー、
メタアナ
リシス

体重、血
圧、カロ
リー摂取
量

体重減少は3カ月から12カ月の間持続
し、3カ月で-2.18kgのピークがあ
り、時間とともに漸減して12カ月で-
1.63kgになった。3ヶ月後の収縮期血
圧がわずかに改善した。リアルタイ
ムの食事や運動の自己モニタリン
グ、パーソナライズされた遠隔の進
捗状況の追跡、タイムリーなフィー
ドバック提供、活動や体重データを
スマートフォンに同
期させるスマートデバイス、食事や
身体活動のアイデアのライブラリな
どを活用していた。

8
Eirini 
Mamala
ki 

2022.10
2021年9月ま
で

Google Schplar, 
PsycINF
O、PubMed、
Scopus、
Cochrane 
Library

体重減少語の維持
を目的として、少
なくとも1種類以上
のＷｅｂかアプリ
を活用下ＲＣＴ

10件

システマ
ティック
レ
ビュー、
メタアナ
リシス

体重減少
の維持

減量維持のためのウェブおよびアプ
リを活用したの介入は、最小限の介
入ものと同程度の結果であり、対面
の介入と比較してより大きな体重の
再増加が見られた。

9

Amin 
Dehgha
n 
Ghahfar
okhi

2022.10
2021年11月
18日まで

PubMed
，Cochrane
Library，Web of 
Science

18歳以上の被験者
が参加した。過
体重および/または
肥満の成人を対象
とし、ウェアラブ
ルとスマートフォ
ンアプリケーショ
ンを介入に用いた
研究

26件

システマ
ティック
レ
ビュー、
メタアナ
リシス

身体活
動、
QOL、心
血管アウ
トカム

1日あたりの歩数（SMD：0.54、
p=0.0003）、身体活動（SMD：
0.47、p=0.02）、生活の質（SMD：
0.33、p=0.0006）、体重（平均差）
で介入群はコ
ントロール群より有意に改善してい
た。しかし、収縮期血圧、拡張期血
圧、安静時心拍数については、介入
群と対照群の間に有意な差はなかっ
た。
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